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Ⅰ はじめに

現行学習指導要領による教育課程では 「太陽系と惑星」の学習について、太陽、恒星、惑星と、

その動きの観察を行い、その観察記録や資料に基づいて、太陽の特徴を見いだし、恒星と惑星の特

徴を理解させるとともに、惑星の公転と関連付けて太陽系の構造をとらえさせることが求められて

いる。

しかし、中高下らは、天体の学習指導に関する問題として、天体観察などの直接体験を学習に取

り入れることが難しいという自然条件的制約を挙げており、そのため、天体学習は教科書やプリン

トなどを用いた暗記中心の学習に陥りやすく、子どもの興味や関心を損ないかねないものとなって

いることも指摘している 。また、西川は、学習教材に関する問題として、天体学習の観察教材や１）

補助教材について、有効な教材が少なく、適切な教材の開発が必要であることを指摘している 。２）

そこで、本研究では金星の満ち欠けを視覚的に捉えるためのモデル教材を開発するとともに、生

「 」 、徒の活発な活動を促す教材と継続的な天体観察を適切に配置した 指導と評価の計画表 を作成し

授業実践を試みた。

Ⅱ 研究のねらい

金星の満ち欠けを視覚的に捉えるためのモデル教材を開発するとともに、生徒の活発な活動を促

す教材と継続的な天体観察を適切に配置した「指導と評価の計画表」を作成し、授業実践をとおし

てその教育効果を明らかにする。

Ⅲ 研究の方法及び対象

１ 方法

文献法 授業実践 質問紙法 テスト法

２ 対象

県内の公立中学校 ３年１学級（37人） （実施は2003年11月）

Ⅳ 研究の内容

金星の満ち欠けを視覚的に捉えるためのモデル教材の開発１

(1) モデル教材「びいなす２号」の概要

金星の満ち欠けの指導は、①半分黒く塗った球などの満

ち欠けモデル用いる方法、②教室を暗くして電球などの光

源を太陽とし、周囲に置いた球の満ち欠けを観察する方法、

そして③コンピュータシミュレーションなどで行われてい

る場合が多い。①は明るい場所でも太陽、金星、観測者の

位置と満ち欠けの関係を考察することはできるものの、光

源を用いていないため（太陽の）光を受けている面が輝い

ていることが理解できない場合も多い。②は太陽の光を受け

ている面が輝いていることは理解できるものの、見る場所に

よって満ち欠けが変わるため、見る位置を固定して声明する

工夫（テレビカメラを用いるなど）が必要となってくる。③

も有効な方法ではあるが、できれば実物に近いものを提示し

ながら生徒に考察させたいものである。

そこで、光源を用い （太陽の）光を受けている面が輝い、

ていることを理解させながら、手軽に明るい場所でも太陽、

図１】モデル教材の外観【

【図２】中をのぞいたところ
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金星、観測者の位置と満ち欠けの関係を考察すること

のできるモデル教材の開発に取り組んだ 【図１】は。

開発した教材の外観である。望遠鏡をのぞく感覚で太

陽、金星、観測者（地球）の位置と満ち欠けの関係を

手軽に確かめることができる（ 図２ 。また、地平【 】）

線カードを使い、明けの明星、宵の明星の見え方につ

いても学習を深めることができる（ 図３ 。部品は【 】）

ペットボトルや100円ショップで購入した懐中電灯、

タレビン、フィルムケースなどの身近な材料を用い、

安価に製作できるよう配慮した（ 図４ 。材料等、【 】）

製作に係る物品の詳細を【表１】に示す。

(2) 使い方

ア 太陽、金星、観測者の位置と満ち欠けの関係を考察する

① 地平線カードを装着せずに、カ

バーをかぶせる（ 図５ 。【 】）

② 懐中電灯のスイッチを入れ、中

をのぞく。

③ 懐中電灯を回転させながら満ち

、 、 、欠けの様子を観察し 太陽 金星

観測者の位置と満ち欠けの関係に

ついて考察する（ 図６ 。【 】）

イ 宵の明星、明けの明星のときの太陽と金星の位置関係を確認する

① 地平線カードを装着して、カバ

ーをかぶせる（ 図７ 。【 】）

② 懐中電灯のスイッチを入れ、中

をのぞく。

③ 太陽は地平線カードに隠され、

【 】西であれば日没後の金星が 図８

のように「宵の明星」として、東

であれば日の出前の金星が「明けの明星」として観察できる。

【図３】地平線カードを装着したところ

【図４】使用部品

【表１】モデル教材製作に係る物品一覧

【図８】宵の明星【図７】地平線カードを装着

【図５】カバーをかぶせる 【図６】半月に近い金星


